
令和４年度 第２回鳳来中部地域協議会 会議録

日 時
令和４年５月２７日（金）

午後７時３０分～午後８時２０分
場所

新城市開発センター

３階 大会議室

出席者
委員 ２０名

事務局 ４名

欠席者 ２名 傍聴者 なし

議題・議事・発言等

１ あいさつ

２ 説明事項

（１）地域活動交付金事業について

①鳳来中部地域活動交付金申請状況について

②地域活動交付金審査会の実施について

３ 協議事項

（１）地域活動交付金に関する質問事項について

（２）地域計画推進体制検討会について

４ その他

（１）第３回鳳来中部地域協議会（地域活動交付金審査会）について

（２）その他 ・鳳来中部防災大作戦について

・市長が行く！ふれあいトークについて

会議内容

１ あいさつ（会長）

議事に先立ち、会長から議事録署名委員に村田和久委員と鈴木利明委員を指名した。

２ 説明事項

（１）地域活動交付金事業について

①鳳来中部地域活動交付金申請状況について

事務局より、資料に沿って説明。

残額の追加募集については、審査会終了後に審議する。

【申請団体】４団体

【事業総額】723 千円

【予算額】1,816 千円【申請額】720 千円【予算残額】1,096 千円

②地域活動交付金審査会の実施について

事務局より、資料に沿って説明。

■当日の流れ

・19 時 審査会開始

・19 時 15 分 各団体によるプレゼンテーション開始

・プレゼンテーション終了後、地域協議会委員と事務局のみで審査結果の取りま

とめを行い、審査の合否を決定。

・交付金申請額 10 万円未満の団体については、プレゼンテーションを省略する

ことができると定められており、省略を希望された際は質疑応答のみとなる。



【該当する団体】蔵平元気はつらつ委員会 申請額 8 万円

■審査会の流れ

・本日申請団体への事前質問を取りまとめ、質問状を送付する。

・団体の発表時間等については、以下のとおりとする。

団体発表時間：5 分以内 質疑応答：3 分以内 採点票記入：2 分以内

・採点票の全ての項目に必ず○を付け、事業に対して特に配慮が必要な点などが

ある場合は、意見欄に記入をする。

・全てのプレゼンテーション終了後に、審査結果を取りまとめを行う。

・平均点が 30 点以上の団体が合格となり、採点票に記載された意見を基に、必要

に応じて団体が事業を行う上での条件を付することができる。

・審査会の結果を基に、市長が最終的に採択を決定。

【質疑応答】

委 員 採点票の継続性について、1 回だけ実施でも 1 点にせず 3 点でいいのか？

事務局 審査内容に該当しない審査項目と思われる場合は、3 点にしてほしい。

委 員 蔵平元気はつらつ委員会の継続年数を 5 回目に修正してほしい。

会 長 経験としては、採点に困ったら 3 点とする。

３ 協議事項

（１）地域活動交付金申請に関する質問事項について

事務局より、資料に沿って説明。

会長の進行により、事前質問は以下のとおりとなる。

①長篠開発委員会

委 員 草刈りの燃料代と参加者の保険代を計上しなかった理由はありますか？

②長篠こども園おひさまクラブ

委 員 事業目的の中で地域の方々の参加を促すと記載がありますが、どのような

形で参加を呼びかけますか？

会 長 移動動物園の見積金額が、申請書と添付されている総会資料で異なります

が、理由は何かありますか？

③内金組住民会

会 長 草刈りの燃料代と参加者の保険代を計上しなかった理由はありますか？

④蔵平元気はつらつ委員会

委 員 高所作業車をレンタルするにあたって、運転する資格を保有するメンバー

がいますか？

（２）地域計画推進体制検討会について

事務局より、資料に沿って説明。

・地域計画推進体制検討会については、地域協議会で委員選定、設置の承認。

・委員構成の考え方については、以下の点を考慮したい。

①協議会委員を長年勤めているなど、地域自治区制度について理解が深い方

②地域計画の策定や推進に積極的に関わっている方

③地域計画推進体制構築後も、その運営に関わることのできる方

④地域自治区内主要組織に関わりの深い方



⑤地域の代表者として、地域住民の声を代弁できる方

【全般についての質疑応答】

特になし

【検討会委員構成についての質疑応答】

委 員 地区で主要組織がなくなってきており、確保がむずかしい。堅い会議への

参加は抵抗がある。地区として組織の多い少ないもあるため、バランスを

考えてほしい。特にこうしたいという具体的な意見はない。

会 長 計画を推進、検討している計画推進委員会の委員には入ってもらいたい。

事務局 自治区に関わることなので、本年度協議会委員にも参加していただきたい。

会 長 長篠、乗本地区で活躍している団体（長篠開発委員会やボランティアガイ

ドの会など）にも参加してもらいたい。意見も出しにくいかもしれないの

で、事務局とたたき台を作って、皆さんに意見をもらいたい。

事務局 いただいた意見を参考に案を作りたい。案を出す際には、候補者には事前

に意向を確認し、協議会に承認を得るときには具体的なものを出したい。

４ その他

（１）第３回鳳来中部地域協議会（地域活動交付金審査会）

日時：令和４年６月１７日(金) １９時から

場所：新城市開発センター ３階 大会議室

（２）その他

・鳳来中部防災大作戦の参加協力について

・市長が行く！ふれあいトークについて

【再質問】

委 員 地域活動交付金についていくつか確認したい。

①資料に記載のある団体の継続年数はどういう年数になっているか？

②団体設立が昭和 53 年の団体があるが、今まで実費で活動していたのか？

③事務局から団体に対し、申請内容の問題点などの指摘はあるのか？

④団体関係者を採点から除外するとなると、30 点ボーダーはどうなる？損

にならないか？

事務局 ①同じような活動での申請累積で計上している。

②地域活動交付金が実施されたのは平成 25 年度からとなっているため、そ

れまでの活動に対しては交付金を出していない。

③申請期間を長めにとって、事前に相談できるようにしている。平等性を

確保しながらアドバイスをしている。

④1 番高い点と低い点を除いて平均点を算出するため、団体が損になるよう

なことはない。

菅沼事務所長のあいさつ後、閉会。

（終了 ２０時２０分）


